
令和６年磐田市「二十歳の集い」第２回実行委員会 記録 

日 時：令和５年８月28日（月曜）18：30～20：00 

場 所： Zoom形式 

参加者：自治デザイン課 ２名  実行委員 ６名 

１ あいさつ＆本日の流れの説明 

２ 開催方法の方針案の決定について【資料①】 

 (1)アンケートの結果の報告 → 資料①のとおり

(2)意見の確認、方針案の決定 

   ○２つのグループにわかれて、意見の確認（以下、参加者の意見） 

   ・事前アンケート（資料１）で回答した理由のとおり１部開催で行いたい。 

   ・混雑して遠い臨時駐車場に車を止めた場合歩くのが大変そう。 

    →送迎レーンの確保で解決できるのではないか？ 

   ・混雑緩和のため、会場内の席や駐車場、集合時間を出身中学ごとに区切るなど動線

の工夫をする必要があると思う。 

   ・開始時間を10時にすることに大きな問題はない。 

⇒「かたりあ１部制開催」を方針案で決定 

３ 企画案の検討について【資料②】 

 (1)アンケート結果の報告と方針案の説明 → 資料②のとおり 

 (2)グループで話し合い 

   ２つのグループにわかれて意見交換 

 補足事項 出た意見 

パターン①

集合写真 

ステージの撮影可 

⇒全ての中学校が撮り終

えるのに１～２時間かか

る可能性あり 

・待ち時間が長くなってしまうのであれば、

ホール外に二十歳の集いの看板を複数設置

するなど撮影スポットがあれば良い。 

・待ち時間が長くて手持ち無沙汰になるのが

心配。 

・他で集合写真を撮ることができる場所は？

パターン②

動画作成 

R5.1 開催時は不特定多数

に放映されるのを後ろ向

きな先生がいたため、恩

師動画はホール企画とし

て断念 

・全員がわかる内容にするのがいいと思う。

（有名人コメント、当時の時事話題） 

パターン③

決意の辞 

R5.1 開催時は１人３分で

各校１人ずつ話した。 

自校の番で盛り上がった

場面もあった 

・人数は少なめが良いと思う。 

・力をいれるのは良いと思う。 

・人選方法は、次回以降の実行委員会で話し

合った方が良いと思う。 

⇒このパターンを基に次回の実行委員会で企画の方向性を確定する。 

４ 連絡事項 



令和６年 磐田市「二十歳の集い」第２回実行委員会 次第 

と き：令和５年８月 28日（月曜）18：30～20：00  

ところ：Zoom 

１ あいさつ＆本日の流れの説明（10分） 

２ 開催方法の方針案の決定について（30 分）【資料①】
  (１)アンケート結果の報告 

  (２)意見の確認、方針案の決定 

３ 企画の方針案の検討について（4０分）【資料②】
(１)アンケート結果の報告と方針案の説明 

  (２)グループで話し合い 

  (３)方針パターンの決定 

４ 磐田市からの連絡事項（10 分）
 ①実行委員会の周知のお願い 

 ②開催方法の周知時期について 

 ③次回以降の実行委員会の開催について 

※問合せ：自治デザイン課 電話 0538-37-4870 メール chiiki-ohen@city.iwata.lg.jp 

         LINE での連絡も可能です。 

         ①実行委員会 LINE オープンチャット 

         ②磐田市自治デザイン課 LINE アカウント 

              ①                               ② 



資料① 開催方法について 

アンケートの結果 

回答の理由（記述があったもの全てを掲載） 
○かたりあで１部開催 

・コロナ禍を乗り越えた記念として良い形だと思うから。 

・女性は着付けやヘアセットなどで時間がかかる。仮に去年と同様二部制にし、一部だった場合か

なり早朝から支度をすることとなり、負担となる可能性が高い。 

・2 部や 2か所、3か所に分ける場合、誘導の仕事量が増えそう 

・中学だけでなく、小学校や高校での繋がりの友人と会えるから。デメリットである混雑などは改善

策を考えて対処できると思うから。 

・開始時間に余裕ができて準備がしやすい。開催が一ヶ所一回なので企画に力を入れやすい 

・高校で仲の良かった人たちと会えなくなることを避けたいから。 

・開始時刻が早すぎないため，準備や集合が苦になりにくいから 全員集まれるため，違う学区の人

とも会いやすいから 時間にゆとりができ，楽しむ時間が増えるため 

○かたりあで２部にわけて開催 
・高校の同級生ともある程度は交流ができ公共交通機関などの混雑の緩和もできるから。 

・中学校と高校の友人両方を同時に相手する必要があるから。 

・中学ごとの思い出があるため、それぞれのストーリーを起用するべきであると思ったから。 



資料② 企画案について 

アンケートの結果 

その他の内容（記述があったもの全てを掲載） 

・当日に大きくて丈夫な白い布とペンを目立つ場所に置いておく。参加者になんでも書いてもらう。

布にしっぺいとかプリントしておけば磐田市らしさも出る。来年度には今年度の布を飾れば映え

る？何より楽で全員参加で創造的でコスパもいい。実行委員が最初に書いておけばみんなもきっ

と書いてくれる 

・内輪ネタではなく，集まった人全員が楽しめるもの・全体だからできることをやりたい 先生のコメ

ントだと分かる人と分からない人が大きく別れてしまうため，工夫が必要だと思う。 例：複数の学

校の人と面識のある方にお願いする 

◎実行委員の皆さんが「重視したい企画、一番やりたい企画」はどれですか？ 

 重視したい企画、一番やりたい企画 他の企画 

パターン① 
集合写真撮影 

（例：ステージで中学校ごと撮影） 
動画作成⇒式典内での放映△ 
決意の辞⇒全体で１～３名 

パターン② 動画作成 
（例：式典内で放映） 

集合写真撮影⇒ステージで撮影△ 
決意の辞⇒各学校の代表も可 

パターン③ 決意の辞 
（例：各校代表１名が順番に話す） 

集合写真撮影⇒ステージで撮影△ 
動画作成⇒長さにより、式典内も可 

 この重視する企画とは関係なく、実現しやすい企画 
・有名人コメント⇒市から磐田にゆかりのある有名人に依頼することは可能。 

 ・撮影スポット⇒ホール外企画の一環として、二十歳の集いの看板や生花などの設置。 


